
教科書／副教材

こくご☆☆☆

しまくとぅば読本

1

学

期

４月 6

（知及技）長音、拗音、促
音、撥音の正しい読み方や書
き方ができる。（中１段階ア
(ウ)
（思判表力）相手や目的に応
じて、話す速さや声の大きさ
などに気をつけて話すことが
できる。（中1段階 Ａエ）
(学・人)相手に伝えようと丁

寧に話したり、他者の発表を
集中して聞こうとする態度を
養う。

（知・技）長音、拗音、促
音、撥音の読み方や書き方を
知り、正しく使おうとしてい
る。
（思・判・表）相手や目的に
応じて、話す速さや声の大き
さなどに気をつけて話そうと
している。
（主学）相手に伝えようと丁

寧に話したり、他者の発表を
集中して聞こうとしている。

・自己紹介をしよう
・新しい仲間、教師と学ぼ
う
・教科名の読み書き
・図書室オリエンテーショ
ン

教科書☆☆☆
Ｐ６「かんげいかい

Ｐ20･56･82～93「ひらが
な、カタカナ、かんじをよ
もう・かこう」

・目標、自己紹介を書い
て、皆の前で発表する。
・教師の名前をひらが
な、カタカナ、漢字で読
み書きをする。
・教科名を漢字で読み書
きする。
・身近にある物の名前や
数え方を漢字で読み書き

する。

美術「自分のイ
メージを表現しよ
う」
外国語「友達に自
己紹介しよう」

５月 9

（知及技）主語と述語の関係
や接続する語句の役割を理解
し活用することができる。
（中１段階 ア(オ)）
（思判表力）他者との話など
を見聞きして、聞いたことを
書き留めたり分からないこと
を聞き返したりすることがで
きる。
（中１段階　Ａウ）

(学・人)文の構成や表現、語
句の使い方に気を付けて書く
意識を持つ。

（知・技）主語と述語の関係
や接続する語句の役割を理解
し活用しようとしている。
（思・判・表）他者との話な
どを見聞きして、聞いたこと
を書き留めたり分からないこ
とを聞き返そうとしている。
(主学)文の構成や表現、語句
の使い方に気を付けて書こう
としている。

･ゴールデンウィークの思
い出を書こう
・文法「主語と述語」
・「かいものをしよう」
・「でんわをとろう」

Ｐ６「たのしかったえん
足」
Ｐ94～103「文をかこう、
絵にっきをかこう」

P16「かいもの」
P18「でんわ」
P94「主語と述語」

・いつ、だれと、どこに
行ったかを振り返り、楽
しかったことを書く。
・主語と述語の違いを理
解する。
・買い物に必要なやりと
りを学習する。
・電話の応対の仕方を考
え、実践する。

外国語「好きな教
科やなりたい職
業」

６月 10

（知及技）情景や場面などに
応じて、話す速さや発音、声
の大きさに気を付けて音読が
できる。（中１段階 ア(イ､
キ)）
（思判表力）様々な文章を読
み、情景や場面、登場人物の
心情などを想像することがで
きる。（中１段階 Ｃアイウ
エ）
（学・人）平和に関する詩や
本を読み、平和について考え

る意識を育む。

（知・技）情景や場面などに
応じて、話す速さや発音、声
の大きさに気を付けて音読し
ようとしている。
（思・判・表）様々な文章を
読み、情景や場面、登場人物
の心情などを想像しようとし
ている。
（主学）平和に関する詩や本
を読み、平和について考えよ
うとしている。

・平和について考えよう
・いろいろな文章

Ｐ34～43「わらべうた」
「のりもの」「はな」「さ
つまいも」

・平和に関する詩や本を
読み、感想を発表する。
平和メッセージを書く。
・小唄や紹介文、物語な
どを読み、感じたことを
発表し合う。

社会「平和につい
て」
音楽「平和学習う
た」
美術「平和への願
い～鑑賞・製作」

７月 10

（知及技）筆遣いの基本を学
び、文字の形に注意して丁寧
に書くことができる。（中１
段階 ウ(ウ)）
（思判表力）暑中見舞いで伝
えたいことを考え、内容をま
とめて書くことができる。
（中１段階 Ｂアイウ）
（学・人）筆の持ち方や姿勢
を正し、「ハネ」「トメ」を
意識して書く態度を養う。

（知・技）筆遣いの基本を学
び、文字の形に注意して丁寧
に書こうとしている。
（思・判・表）暑中見舞いで
伝えたいことを考え、内容を
まとめて書こうとしている。
（主学）筆の持ち方や姿勢を
正し、「ハネ」「トメ」を意
識して書こうとしている。

・季節の便り（暑中見舞
い）
・書道の基礎を学ぼう
・１学期の振り返り

Ｐ104「手がみをかこう」

・葉書の基本的な書き方
を学び、相手や自分の住
所、氏名を丁寧に書く。
・書道用具の名称を知
り、基本的な筆遣いを学
ぶ。
・１学期の学習内容を振
り返り、楽しかったこと
や反省を発表する。

理科「身の回りの
生物」

担当者名

時

数
単元・題材名

（学・人）学びに向かう力、人間性

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

（知及技）知識及び技能

学期

1学年２１名3/105

令和８年度　中学部　１年　（ Ⅱ課程Ａ ）　　国語科　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象人数

月
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

日常生活や社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。（中1段階）

日常生活や社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。（中1段階）

言葉が持つ良さに気付くと共に言語感覚を養い国語を大切にしてその能力の向上を図る態度を養う。（中1段階）

年間目標



2

学

期

９月 10

（知及技）読書に親しむこと
で、様々なジャンルの本があ
ることを知る。（中１段階
ウ(エ)）
（思判表力）おすすめ本の内
容を簡潔に整理し、感想をま
とめ発表する。（中１段階
Ｂアイウ Ｃアエ)

(学・人)身近な島くとぅばを
学び、日常生活で活用しよう
とする態度を育む。

（知・技）読書に親しもうと
している。
（思・判・表）おすすめ本の
内容を簡潔に整理し、感想を
まとめ発表しようとしてい
る。
（主学）身近な島くとぅばを
学び、日常生活で活用しよう

としている。

・夏休みの思い出と宿題の
見直し
・読書月間の取り組み
・しまくとぅばに親しもう

Ｐ40～41「本をさがそう」

しまくとぅば読本

・夏休みの思い出（日記
等）を発表する。間違っ
た問題を見直し復習す
る。
・図書室のマナーを守り
いろいろな本に触れる。
本の紹介カードを作成し
たり、感想文を書いて発

表する。
・「しまくとぅば読本」
を活用し、沖縄方言で挨
拶、身近な方言に触れ
る。

美術「地域の伝統
工芸」
体育「エイサー・
空手・琉球舞踊」

１０月 13

（知及技）似ている文字に留
意して、カタカナの言葉を正
しく読み書きすることができ
る。
（中１段階 ア(エ)）
（思判表力）物語を読み、情
景や場面の様子、登場人物の
心情などを想像することがで
きる。

（中１段階 Ｃアエ Ｂアイ
ウ)
（学・人）身の回りにある物
からカタカナで呼ばれる物を
探そうとする意識を持つ。

（知・技）似ている文字に留
意して、カタカナの言葉を正
しく読み書きしようとしてい
る。（思・判・表）物語を読
み、情景や場面の様子、登場
人物の心情などを想像しよう
としている。
（主学）身の回りにある物か
らカタカナで呼ばれる物を探

そうとしている。

・舞台祭に向けて
・文章読解（物語）
・「かたかなをさがそう」

Ｐ46～53「おじいさんとね
ずみ」のおはなし」
Ｐ66～81「ブレーメンの町
のおはなし」
Ｐ54～59「かたかなをよも

う」「かたかなをさがそ
う」

・物語などを感情を込め
て朗読する。登場人物の
気持ちを考えたり、場面
をイメージすることで内
容を押さえる。
・身の回りにあるカタカ
ナで呼ばれる物を探し、
発表する。

音楽「合奏しよう
Ⅰ」

１１月 13

（知及技）物や状況に応じた
様々なオノマトペを知り、使
うことで言葉の響きやリズム
に親しむことができる。（中
１段階 ア(ウ) ウ(ウ)）
(思判表力)目的に応じた適切
な言葉を考え、発表すること
ができる。（中１段階 Ａイ
ウ Ｂアイウエ)

（学・人）舞台祭で自身の努
力や活躍を振り返ろうとする
態度を養う。

（知・技）物や状況に応じた
様々なオノマトペを知り、使
うことで言葉の響きやリズム
に親しもうとしている。
（思・判・表）目的に応じた
適切な言葉を考え、発表しよ
うとしている。
（主学）舞台祭での自身の努
力や活躍を振り返ろうとして

いる。

・舞台祭に向けて
・「パーティーをしよう」
・文章表現（オノマトペ）
・舞台祭を終えて

Ｐ64「パーティーをしよ
う」

・ア行、カ行････の語を
用いた言葉をあてはめて
文章を組み立てる。
・様々なオノマトペ（擬
音語、擬声語、擬態語）
を学び、文章で表現す
る。
・舞台祭について、どの
ように頑張って、結果ど

うだったのかを振り返
る。

音楽「お話の音楽
を作ろう」

１２月 9

（知及技）姿勢を正し、文字
の形に注意して丁寧に書くこ
とができる。（中１段階 ウ
(ウ)）
（思判表力）新年の挨拶や伝
えたいことを考え丁寧に書く
ことができる。（中１段階
Ｂアイウ）
（学・人）２学期の学習活動
を踏まえ、自身の成長や反省

を振り返ろうとする態度を養
う。

（知・技）姿勢を正し、文字
の形に注意して丁寧に書こう
としている。
（思・判・表）新年の挨拶や
伝えたいことを考え丁寧に書
こうとしている。
（主学）２学期の活動内容を
踏まえ、自身の成長や反省を
振り返ろうとしている。

・季節の便り（年賀状）
・「かん字をよもう・かこ
う」
・２学期の振り返り

Ｐ104「手がみをかこう」
Ｐ90～93「かん字をよも
う・かこう」

・年賀葉書の書き方の基
本や新年の挨拶、十二支
について学び、お世話に
なった方へ年賀状を書
く。
・日常で使う簡単な漢字
読み書きをする。
・２学期の学習内容を振
り返り、楽しかったこと
や反省を発表する。

美術「新年にむけ
て」

3

学

期

１月 9

（知及技）筆遣いの基本を学
び、文字の形に注意して丁寧
に書くことができる。（中１
段階 ウ(ウ)）
（思判表力）校内実習や愛汗
祭での取り組みを振り返り、
感想をまとめて発表すること
ができる。（中１段階 Ａイ

ウ Ｂアイウエ）
（学・人）自分の思いや考え
を素直に表現しようとしてい

る。

（知・技）筆遣いの基本を学
び、文字の形に注意して丁寧
に書こうとしている。
（思・判・表）校内実習や愛
汗祭での取り組みを振り返
り、感想をまとめて発表しよ
うとしている。

（主学）自分の思いや考えを
素直に表現しようとしてい
る。

・新年の挨拶、正月遊びい
ろいろ
・書道
・愛汗祭の感想
Ｐ90～93「かん字をよも
う・かこう」

・新年の挨拶を交わし抱
負を発表することで気持
ちを引き締める。日本の
伝統文化としての正月遊
びを挙げ、カルタを楽し
む。
・書き初めにふさわしい
文字を選び、基本的な筆

遣いに留意して作品を仕
上げる。
・愛汗祭の取り組みを振

り返り感想をまとめ発表
する。

外国語「日本のお
正月と外国のお正
月」



２月 10

（知及技）日常生活で使う助
数詞について学び、正しい使
い方ができる。（中１段階
ア(ウエ)）
（思判表力）見聞きしたこと
を事柄の順序に沿って、語句
の使い方に気を付けて書くこ
とができる。（中１段階 Ｂ

アイウ）
（学・人）生活の中で身近に
使われている言葉を知り、物
の数え方や言葉の使い方など
に関心を持ち、親しもうとし
ている。

（知・技）日常生活で使う助
数詞について学び、正しい使
い方をしようとしている。
（思・判・表）見聞きしたこ
とを事柄の順序に沿って、語
句の使い方に気を付けて書こ
うとしている。
（主学）生活の中で身近に使

われている言葉を知り、物の
数え方や言葉の使い方などに
関心を持ち、親しもうとして
いる。

・文章表現「助数詞」

・P95～103「文をかこう」
「えにっきをかこう」

・日常で使っている基本
的な助数詞を考え。正し
い使い方を学び、読んだ
り書いたりする。
・絵や写真を見て、何を
しているのか簡潔な文章
で表現する。

職業・家庭「情報
機器の活用」

３月 8

（知及技）お世話になった人
に感謝の言葉を丁寧に伝える
ことができる。（中１段階
ア(ウエカ) ウ(ウ)）
（思判表力）１年間の学習を
振り返り、どのようなことを
学び、何ができるようになっ
たのかなど、書く内容を整理

し発表することができる。
（中１段階 Ａイウエ Ｂアイ
エ)
(学・人)１年間の学習活動を
踏まえ、自身の成長や反省を
振り返ろうとする態度を養
う。

（知・技）お世話になった人
に感謝の言葉を丁寧に伝えよ
うとしている。
（思・判・表）１年間の学習
を振り返り、どのようなこと
を学び、何ができるように
なったのかなど、書く内容を
明確にし発表しようとしてい

る。
（主学）１年間の学習活動を
踏まえ、自身の成長や反省を
振り返ろうとしている。

・「手がみをかこう」
・１年の振り返りをしよう

Ｐ104「手がみをかこう」

・お世話になった先生に
感謝の言葉を添えて手紙
を書く。
・学習したことを振り返
り、学習したプリントを
まとめたり、作文を書い
て発表したりする。

社会、理科、音
楽、美術、外国語
「1年間のまと
め」

評価方法

評価の観点も含めて評価方法とします。

・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲、態度　　・理解度、習得度
・提出物の状況　　・単元テスト

留意点
引継等



教科書／副教材

こくご☆☆

４月 8

（知及技）長音、拗音、促
音、撥音の正しい読み方や書
き方ができる。（中１段階ア
(ウ)
（思判表力）自分の名前や物
の名前を平仮名や片仮名をな
ぞったり、書いたりすること

ができる。（小２段階 Ｂイ）
(学・人)音声や身振りなどで
相手に伝えようとしている。

（知・技）長音、拗音、促
音、撥音の読み方や書き方を
知り、正しく使おうとしてい
る。
（思・判・表）自分の名前や
物の名前を平仮名や片仮名を
なぞったり、書いたりしよう

としている。
（主学）音声や身振りなどで
相手に伝えようとしている。

・自己紹介

・先生の名前や教科の名前

・身近にある物の名前や数え

方①

・学校生活や係活動

教科書☆☆

Ｐ６「がっこうせいかつ」

Ｐ28「なまえなあんだ①」

Ｐ52「あつめてみよう①」

Ｐ48「かいてみよう」

Ｐ76「ひらがなをよんでみよ

う」

Ｐ92「ひらがなをかいてみよ

う」

　・なまえ、じこしょうかい

・自己紹介カードを作成
し発表する。
・先生の名前や教科名を
読み書きする。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす

る。
・学校生活のイラストを
見て何をしているのか、
何の係活動しているのか
考える。

社会「学習場所
やメンバーを確
認しよう」
外国語「友達に
英語で自己紹介
しよう」

５月 9

（知及技）出来事や経験した
ことを伝え合う体験を通し
て、いろいろな語句や文の表
現に触れることができる。
（小３段階 ウ(イ)）
（思判表力）見聞きしたり、
経験したことを思い浮かべ、
簡単な語句や短い文を書くこ
とができる。（小３段階 Ｂ
ウ）

(学・人)思いや考えを身振り
や音声などで伝えたり受け止
めようとする。

（知・技）出来事や経験した
ことを伝え合う体験を通し
て、いろいろな語句や文の表
現に触れようとしている。
（思・判・表）見聞きした
り、経験したことを思い浮か
べ、簡単な語句や短い文を書
こうとしている。
(主学)思いや考えを身振りや
音声などで伝えたり受け止め

たりしようとしている。

・ゴールデンウィークの思い

出

・お母さんありがとう

・何しているのかな

・身近にある物の名前や数え

方②

Ｐ12「おはなしできるかな」

Ｐ28「なまえなあんだ②」

Ｐ52「あつめてみよう②」

Ｐ92「ひらがなをかいてみよ

う」

　・えにっき　・カード

・いつ、だれと、どこに
行ったかを振り返り、楽
しかったことなどをプリ
ントにまとめて発表す
る。
・母の日に向けて感謝の
気持ちを込めたカードを
作成する。
・イラストを見て何をし
ているのか考えて発表す

る。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす
る。

道徳科「まわり
の人を考えて」
「家族のあたた
かさ」

６月 10

（知及技）姿勢や筆記具の持
ち方を正しくし、平仮名や片
仮名の文字の形に注意しなが
ら丁寧に書くことができる。
（小３段階 ウ(ウ)）
（思判表力）イラストを見て
場面を想像したり、経験した
ことを思い浮かべ感情を表現
することができる。（小３段
階 Ａウ）
（学・人）平和に関する本を
読んだり、詩を書くことで、

平和について考える意識を育
む。

（知・技）姿勢や筆記具の持
ち方を正しくし、平仮名や片
仮名の文字の形に注意しなが
ら丁寧に書こうとしている。
（思・判・表）イラストを見
て場面を想像したり、経験し
たことを思い浮かべ感情を表
現しようとしている。
（主学）平和に関する本を読
んだり、詩を書くことで、平
和について考えようとしてい
る。

・どんな気持ちかな
・お父さんありがとう
・平和について考えよう
「慰霊の日に向けて」
「平和って何？」

Ｐ20「どんなきもちか
な」
Ｐ92「ひらがなをかいて
みよう」
　・カード

・言葉やイラストを見て
どんな気持ちか考える。
・父の日に向けて感謝の
気持ちを込めたカードを
作成する。
・平和に関する絵本や動
画を見聞きし、感想をま
とめて発表する。平和
メッセージを書く。

社会「平和学
習」
音楽「平和の
歌」
美術「平和を感
じよう」

７月 9

（知及技）姿勢や口形に気を
付けて、平仮名や片仮名で書
かれた文字や文章を読むこと
ができる。（小３段階 ア(イ
ウカ)）
（思判表力）暑中見舞いで伝
えたいことを考え、内容をま
とめて書くことができる。
（中１段階 Ｂアイウ）
（学・人）相手の健康を気遣
い暑中見舞い葉書を書こうと
する態度を養う。

（知・技）姿勢や口形に気を
付けて、平仮名や片仮名で書
かれた文字や文章を読もうと
している。
（思・判・表）暑中見舞いで
伝えたいことを考え、内容を
まとめて書こうとしている。
（主学）相手の健康を気遣い
暑中見舞い葉書を書こうとし
ている。

・季節の便り（暑中見舞
い）
・身近にある物の名前や
数え方③

Ｐ28「なまえなあんだ
③」
Ｐ52「あつめてみよう
③」
Ｐ92「ひらがなをかいて
みよう」
　・てがみ

・葉書の基本的な書き方
を学び暑中見舞い葉書を
作成する。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす
る。

美術「はがきに
かこう」
社会「路線バス
を活用しよう」

令和8年度　中学部　１年（　Ⅱ課程Ｂ　）　　国語科　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象人数

月
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点

他教科との関連

日常生活や社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。（小3段階）

日常生活や社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。（小3段階）

言葉が持つ良さに気付くと共に言語感覚を養い国語を大切にしてその能力の向上を図る態度を養う。（小3段階）

年間目標

担当者名

3/105

時

数
単元・題材名

（学・人）学びに向かう力、人間性

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

（知及技）知識及び技能

学期

1

学

期

１学年　12名



９月 11

（知及技）図書室のマナーを
守り読み聞かせなどに親しむ
ことで、いろいろな本に興味

を持つことができる。（小３
段階 ウ(エ)）
（思判表力）おすすめ本の内
容を簡潔に整理し、感想をま
とめ発表する。（小３段階 Ｂ
アイウ Ｃアエ)
(学・人)身近な島くとぅばを
学び、簡単な島くとぅばを使
おうとする態度を育む。

（知・技）図書室のマナーを
守り読み聞かせなどに親しむ
ことで、いろいろな本に興味

を持とうとしている。
（思・判・表）おすすめ本の
内容を簡潔に整理し、感想を
まとめ発表しようとしてい
る。
（主学）身近な島くとぅばを
学び、簡単な島くとぅばを使
おうとしている。

・夏休みの思い出
・おすすめ本の紹介をし
よう①

　（読書月間の取り組
み）
・しまくとぅばに親しも
う

・夏休みの思い出（日記
等）を発表する。
・図書室のマナーを守り

いろいろな本に触れる。
本の紹介カードを作成し
たり感想文を書く。
・沖縄方言で挨拶や身近
な方言に触れる。「うち
なーかぞえうた」を聞い
て生き物の名称や数え方
を学ぶ。

社会「沖縄の伝
統文化を体験し
よう」

美術「沖縄の伝
統文化を学ぼ
う」

１０月 11

（知及技）姿勢や口形に気を
付けて、平仮名や片仮名で書
かれた文字や文章を読むこと
ができる。（小３段階 ア(イ
ウカ)）
（思判表力）登場人物になっ
たつもりで、音読したり演じ
たりすることができる。（小

３段階 Ｃアイエ)
（学・人）身の回りにある物
の名前や数え方を考え、発表
したり文字で書き表そうとす
る態度を養う。

（知・技）姿勢や口形に気を
付けて、平仮名や片仮名で書
かれた文字や文章を読もうと
している。
（思・判・表）登場人物に
なったつもりで、音読したり
演じたりしようとしている。
（主学）身の回りにある物の

名前や数え方を考え、発表し
たり文字で書き表そうとして
いる。

・舞台祭に向けて

・おすすめの本を紹介しよう

②

・お話発表

・身近にある物の名前や数え

方④

Ｐ24「おおきなだいこん」

Ｐ70「うさぎとかめ」

Ｐ28「なまえなあんだ④」

Ｐ52「あつめてみよう④」

・おすすめの本の紹介
カードや感想文を発表す
る。
・グループで役割を決め
て昔話などを発表する。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす

る。

音楽「楽器を演
奏しよう」

１１月 11

（知及技）身近な人との会話を通

して、物の名前や動作など、いろ

いろな言葉の種類に触れること。

（小２段階ウ）

(思判表力)舞台祭を振り返り、関

係する言葉を使って、発表内容を

考えることができる。（小２段階

Aウ)

（学・人）舞台祭を振り返り、関

係する言葉を学ぼうとしている。

（知・技）身近な人との会話
を通して、物の名前や動作な
ど、いろいろな言葉の種類に
触れるようとしている。
（思・判・表）舞台祭を振り
返り、関係する言葉を使っ
て、発表内容を考えることが
できる。
（主学）舞台祭を振り返り、
関係する言葉を学ぼうとして
いる。

・舞台祭に向けて
・舞台祭を振り返り、感
想を発表しよう。

・舞台祭について、どん
なキーワードが出てきた
かを挙げることができ
る。
・舞台祭を振り返り、感
想を発表する。

全教科「舞台祭
に向けて」

１２月 9

（知及技）物や状況に応じた
様々なオノマトペを知り、使
うことで言葉の響きやリズム
に親しむことができる。（小
３段階 ア(ウエ)）
（思判表力）新年の挨拶など
で伝えたいことを考え、内容
をまとめて書くことができ
る。（中１段階 Ｂアイウ）
（学・人）状況や目的に適し
たオノマトペや言葉を考えよ
うとする態度を育む。

（知・技）物や状況に応じた
様々なオノマトペを知り、使
うことで言葉の響きやリズム
に親しもうとしている。
（思・判・表）新年の挨拶な
どで伝えたいことを考え、内
容をまとめて書こうとしてい
る。
（主学）状況や目的に適した
オノマトペや言葉を考えよう
としている。

・季節の便り（年賀状）
・いろいろな音（動物の
鳴き声、オノマトペな
ど）

Ｐ92「ひらがなをかいて
みよう」
　・てがみ

・葉書の基本的な書き方
を学び暑中見舞い葉書を
作成する。
・人や動物が発する音
（擬声語）や事物や事象
の音（擬音語）、状態や
身振りなどの様子を例え
た音（擬態語）を考え
る。

美術「はがきに
かこう」
社会「地域につ
いて調べよ
う」」

１月 9

（知及技）十二支に関する絵
本や歌を見聞きして、言葉の
響きやリズムに親しむことが
できる。（小３段階 ウ(ア)）
（思判表力）（思・判・表）

校内実習や愛汗祭について、
感想を抱き、発表しようとし
ている。（小２段階Aウ）
（学・人）身の回りにある物
の名前や数え方を考え、発表
したり文字で書き表そうとす
る態度を養う。

（知・技）十二支に関する絵
本や歌を見聞きして、言葉の
響きやリズムに親しもうとし
ている。
（思・判・表）校内実習や愛

汗祭について、感想を抱き、
発表しようとしている。
（主学）身の回りにある物の
名前や数え方を考え、発表し
たり文字で書き表そうととし
ている。

・新年の挨拶、お正月の
風習に関する言葉
・今年の干支（十二支）
・愛汗祭の感想を発表し
よう。

・新年の挨拶を交わし、抱

負を発表する。お正月とし

ての風習や食べもの、遊び

などを挙げ、日本の伝統文

化に触れる。

・十二支に関する絵本や歌

を見聞きし、今年の干支や

自身の干支を知る。

・愛汗祭りを振り返り、感

想を発表する。

美術「正月遊
び」
外国語「日本の
お正月と外国の
お正月」

2

学

期

3

学

期



２月 9

（知及技）日常生活で使う助
数詞について学び、正しい使
い方ができる。（中１段階 ア

(ウエ)）
（思判表力）学んだことを
使って、短文を書こうとして
いる。（小３段階Bイ）
（学・人）愛汗祭や校内実習
で学んだことを振り返ろうと
する態度を養う。

（知・技）日常生活で使う助
数詞について学び、正しい使
い方をしようとしている。

（思・判・表）学んだ言葉を
使って、文を書こうとしてい
る。
（主学）愛汗祭や校内実習で
学んだことを振り返ろうとし
ている。

・身近にある物の名前や
数え方⑤

Ｐ28「なまえなあんだ
⑤」
Ｐ52「あつめてみよう
⑤」

・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす

る。
・身近にある物の名前や
数え方を生かして、短文
を作ることができる。

職業・家庭「も
のづくり２」

３月 9

（知及技）お世話になった人
に感謝の言葉を丁寧に伝える
ことができる。（中１段階 ア
(ウエカ) ウ(ウ)）
（思判表力）１年間の学習を
振り返り、平仮名や片仮名で
書いたり、姿勢や声の大きさ
に気を付けて話すことができ
る。（小２段階 Ａイウオ Ｂ
アイウ)

(学・人)１年間の学習活動を
踏まえ、自身の成長や反省を
振り返ろうとする態度を養
う。

（知・技）お世話になった人
に感謝の言葉を丁寧に伝えよ
うとしている。
（思・判・表）１年間の学習
を振り返り、平仮名や片仮名
で書いたり、姿勢や声の大き
さに気を付けて話そうとして
いる。
（主学）１年間の学習活動を
踏まえ、自身の成長や反省を

振り返ろうとしている。

・お礼の言葉（カード作
り）
・１年の振り返りをしよ
う

Ｐ92「ひらがなをかいて
みよう」
　・てがみ　・カード

・誰に、どのようなお礼
の手紙を書くのか考え
る。
・１年間に取り組んだプ
リントを中心に振り返り
学習をする。
・写真等を参考に活動内
容を再確認し、感想をま
とめ発表する。

音楽「卒業の
歌」

評価方法

評価の観点も含めて評価方法とします。

・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲、態度　　・理解度、習得度
・提出物の状況

3

学

期

留意点
引継等



教科書／副教材

国語☆☆☆☆／

しまくとぅば読本

４月 8

(知及技)長音、拗音、促音、
撥音などの表記や助詞の使い
方を理解し、文や文章の中で
使うことができる。（中２段
階ア(ウ)）
（思判表力）相手や目的に応
じて、話す速さや声の大きさ
などに気をつけて話すことが
できる。（中1段階 Ａエ）
(学・人)相手に伝えようと丁
寧に話したり、他者の発表を
集中して聞こうとする意識を
養う。

(知・技)長音、拗音、促音、
撥音などの表記や助詞の使い
方を理解し、文や文章の中で
使おうとしている。
（思・判・表）相手や目的に
応じて、話す速さや声の大き
さなどに気をつけて話そうと
している。
(主学)相手に伝えようと丁寧
に話したり、他者の発表を集
中して聞こうとしている。

・自己紹介をしよう
・新しい仲間、教師と学ぼ
う
・教科名の読み書き
・詩「ただいるだけで」
・図書室オリエンテーショ
ン

教科書☆☆☆☆
P2「詩　ただいるだけで」

・目標、自己紹介を書い
て、皆の前で発表する。
・教師の名前をひらが
な、カタカナ、漢字で読
み書きをする。
・教科名を漢字で読み書
きする。
・声量や抑揚などに気を
つけて詩の朗読をする。
また、詩の内容で気にな
る言葉や感想を発表す
る。

美術「自分のイメー

ジを表現しよう」

外国語「友達に自己

紹介しよう」

５月 9

（知及技）敬体と常体がある
ことを理解し、その違いに注
意しながら話したり書いたり
することができる。(中２段
階 ア（カ)）
（思判表力）身近な人の話や
簡単な放送などを聞き、聞い
たことを書き留めたり分から
ないことを聞き返したりし
て、話の大体を捉えることが
できる。(中１段階Ａ聞くこ
と・話すことア)
（学・人）言葉の意味を考
え、文章を書いたり、伝えよ
うとしたりする態度を養う。

（知・技）敬体と常体がある
ことを理解し、その違いに注
意しながら話したり書いたり
しようとしている。
（思・判・表）身近な人の話
や簡単な放送などを聞き、聞
いたことを書き留めたり分か
らないことを聞き返したりし
て、話の大体を捉えようとし
ている。
（主学）言葉の意味を考え、
文章を書いたり、伝えようと
したりする態度を養う。

・ゴールデンウィークの思
い出
・聞き取り書き
・電話の応対
・類義語・対義語
P8「ペンギンショーを見に
行こう」
P14「電話を使って伝えよ
う」
P16～21「書いてみよう1」
「声を出して読んでみよ
う」「言葉の意味」「仲間
の言葉」

・体験したことなどにつ
いて、５Ｗ１Ｈを踏ま
え、感想を交えて表現す
る。
・聞いたことをメモを
取ったり書き留めたりし
て、分からないところは
聞き返す。
・言葉の意味を考えて、
使い分ける。

外国語「好きな教
科やなりたい職
業」

６月 10

(知及技)昔の小話や、自然や
季節などを表した紀行文など
があることを知ることができ
る。(中１段階ウ(エ))
(思判表力)様々な文章を読
み、情景や場面、登場人物の
心情などを想像することがで
きる。（中２段階 Ｃアイウ
エ）
(学・人)平和に関する詩や本
を読み、平和について考える
意識を育む。

(知・技)昔の小話や、自然や
季節などを表した紀行文など
があることを知ろうとしてい
る。
(思・判・表)様々な文章を読
み、情景や場面、登場人物の
心情などを想像しようとして
いる。
(主学)平和に関する詩や本を
読み、平和について考えよう
としている。

・平和について考えよう
・いろいろな文章

P22「日本を旅して」
P28「江戸小話」

・教科書の写真を見なが
ら文章を読み、自然や季
節などの美しさを表した
紀行文について知る。
・小話の内容を捉え、ど
こがおもしろいのかを考
える。
・平和に関する詩や本を
読み、戦争がなぜいけな
いのか、平和とは何かに
ついて考える。平和メッ
セージを書く。

社会「平和につい
て」
音楽「平和学習う
た」
美術「平和への願
い～鑑賞・製作」

令和8年度　中学部　２年　（ Ⅱ課程Ａ ）　　国語科　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象人数

月
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点

他教科との関連

日常生活や社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。（中１～2段階）

日常生活や社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。（中１～2段階）

言葉がもつよさに気付くとともに、言語感覚を養い、国語を大切にしてその能力の向上を図る態度を養う。（中１～2段階）

年間目標

担当者名

２学年　　１５名3/105

時

数
単元・題材名

（学・人）学びに向かう力、人間性

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

（知及技）知識及び技能

学期

1

学

期



７月 9

（知及技）挨拶状などに書か
れた語句や文を読んだり書い
たりし、季節に応じた表現が
あることを知ることができ
る。(中１段階ウ(イ))
（思判表力）文の構成、語句
の使い方に気をつけて書くこ
とができる。(中１段階Ｂイ
ウエ)
（学・人）暑中見舞いの作成
や書道に意欲的に取り組むこ
とができる。

（知・技）挨拶状などに書か
れた語句や文を読んだり書い
たりし、季節に応じた表現が
あることを知ろうとしてい
る。
（思・判・表）文の構成、語
句の使い方に気をつけて書こ
うとしている。
（主学）暑中見舞いの作成や
書道に意欲的に取り組もうと
している。

・季節の挨拶
（暑中見舞い)
・書道に親しもう
・１学期の振り返り

P92「主語と述語」「書い
てみよう②」

・基本的な葉書の書き方
を学び、挨拶文を考え、
丁寧に仕上げる。
・書きたい文字を選び、
文字のバランスや運筆に
留意して書き、作品を仕
上げる。
・２学期の学習内容を振
り返り、楽しかったこと
や反省を発表する。

理科「季節と生
物」

９月 11

（知及技）読書に親しむこと
で、様々なジャンルの本があ
ることを知る。（中１段階
ウ(エ)）
（思判表力）おすすめ本の内
容を簡潔に整理し、感想をま
とめ発表する。（中１段階
Ｂアイウ Ｃアエ)
(学・人)身近な島くとぅばを
学び、日常生活で活用しよう
とする態度を育む。

（知・技）読書に親しみ、
様々なジャンルの本があるこ
とを知ろうとしている。
（思・判・表）おすすめ本の
内容を簡潔に整理し、感想を
まとめ発表しようとしてい
る。
（主学）身近な島くとぅばを
学び、日常生活で活用しよう
としている。

・夏休みの思い出と宿題の
見直し
・読書月間の取り組み
・しまくとぅばに親しもう

P12「作品をしょうかいし
よう」
P27「本に親しもう」

しまくとぅば読本

・夏休みの思い出（日記
等）を発表する。間違っ
た問題を見直し復習す
る。
・図書室のマナーを守り
いろいろな本に触れる。
本の紹介カードを作成し
たり、感想文を書いて発
表する。
・「しまくとぅば読本」
を活用し、沖縄方言で挨
拶、身近な方言に触れ
る。

美術「地域の伝統
工芸」
体育「エイサー・
空手・琉球舞踊」

１０月 11

（知及技）自然や季節の言葉
を取り入れた詩や易しい文語
調の俳句などの言葉の響きや
リズムに親しみ音読すること
ができる。(中１段階ア(キ))
（思判表力）様々な読み物を
読み、日常生活や社会生活、
職業生活に必要な語句、文
章、表示などの意味を読み取
ることができる。(中２段階
Ｃアイウエ)
（学・人）詩歌のイメージを
膨らませたり、作者の思いを
感じ取ろうとする態度を育
む。

（知・技）自然や季節の言葉
を取り入れた詩や易しい文語
調の俳句などの言葉の響きや
リズムに親しみ音読しようと
している。
（思・判・表）様々な読み物
を読み、日常生活や社会生
活、職業生活に必要な語句、
文章、表示などの意味を読み
取ろうとしている。
（主学）詩歌のイメージを膨
らませたり、作者の思いを感
じ取ろうとしている。

・舞台祭に向けて
・俳句、詩
・標識や看板
・いろいろな文章
　（文章読解）

P32～45「俳句」「詩」
「いろいろな標識・表示」
P46～57「水道水ができる
まで」「点字の話」

・言葉のイメージをふく
らませ、定型または自由
な詩や俳句などの言葉の
リズムを味わう。
・日常生活でよく見る標
識や表示について注目
し、意味を確認する。

音楽「お話の音楽
を作ろう」

１１月 11

（知及技）情景や場面などに
応じて、話す速さや発音、声
の大きさに気を付けて音読が
できる。（中２段階 ア(イ､
キ)）
（思判表力)易しい物語など
を読み、情景や場面、心情な
どを想像し感想を発表するこ
とができる。(中１段階Ｃア
イエ)
（学・人）舞台祭で自身の努
力や活躍を振り返ろうとする
態度を養う。

（知・技）情景や場面などに
応じて、話す速さや発音、声
の大きさに気を付けて音読し
ようとしている。
（思・判・表）易しい物語な
どを読み、情景や場面、心情
などを想像し感想を発表しよ
うとしている。
（主学）舞台祭での自身の努
力や活躍を振り返ろうとして
いる。

・舞台祭に向けて
・いろいろな文章
　（文章読解）
・舞台祭を終えて

P68「自動車の今昔」
P54「オオカミと羊飼い」
P74「わらしべ長者」

・様々な文章を読み、筆
者が伝えたいことや登場
人物の心情を捉えたり、
場面や情景などをイメー
ジする。
・舞台祭について、どの
ように頑張って、結果ど
うだったのかを振り返
る。

英語「情報を整理
し、表現したり、
伝え合ったりする
こと」

1

学

期

2

学

期



１２月 9

(知・技)理解したり表現した
りするために必要な語句の量
を増やし、目的に応じて使う
ことができる。（中2段階ア
(エ))
(思判表力)新年の挨拶や伝え
たいことを考え丁寧に書くこ
とができる。（中２段階 Ｂ
アイウ）
(学・人)２学期の学習活動を
踏まえ、自身の成長や反省を
振り返ろうとする態度を養
う。

(知・技)理解したいり表現し
たりするために必要な語句の
量を増やし、目的に応じて使
おうとしている。
(思・判・表)新年の挨拶や伝
えたいことを考え丁寧に書こ
うとしている。
(主学)２学期の学習活動を踏
まえ、自身の成長や反省を振
り返ろうとしている。

・季節の便り（年賀状）
・２学期の振り返り

ｐ92「言葉のページ　主語
と述語」

・年賀葉書の書き方の基
本や新年の挨拶について
学び、お世話になった方
へ年賀状を書く。
・語句と語句のつながり
や主語と述語の関係を考
えて書く。また、書いた
ものを読み返して間違い
を正す。
・２学期の学習内容を振
り返り、楽しかったこと
や反省を発表する。

美術「新年にむけ
て」

１月 9

(知及技)文字の形に注意しな
がら、筆順に従って丁寧に書
くことができる。（中２段階
ウ(ウ)）
（思判表力）愛汗祭での出来
事や感想を順序立てて書き、
適切な声量や態度で発表する
ことができる。(中１段階 Ａ
イウエ Ｂアイウエ)）
(学・人)新年の挨拶やカルタ
遊びを通して正月の雰囲気を
味わう。

(知・技)文字の形に注意しな
がら、筆順に従って丁寧に書
こうとしている。
（思・判・表）愛汗祭での出
来事や感想を順序立てて書
き、適切な声量や態度で発表
しようとしている。

(主学)新年の挨拶やカルタ遊
びを通して正月の雰囲気を味
わおうとしている。

・新年の挨拶、正月遊びい
ろいろ
・書道
・物語（十二支）
・愛汗祭の感想

p93「言葉のページ　書い
てみよう②」

・新年の挨拶を交わし抱
負を発表することで気持
ちを引き締める。日本の
伝統文化としての正月遊
びを挙げ、カルタを楽し
む。
・十二支の由来を学ぶ。
・書き初めにふさわしい
文字を選び、基本的な筆
遣いや書く時の姿勢など
にも留意して作品を仕上
げる。
・校内実習から愛汗祭ま

での出来事などを振り返

り文章にまとめ発表す
る。

外国語「日本のお
正月と外国のお正
月」

２月 9

（知及技）言葉には、語句が
結びつくことで特定の意味を
表す言葉や古くから言い伝え
られてきた教訓を表す言葉が
あることを知ることができ
る。（中１段階 ア(アエ)）
(思判表力)経験したことなど
について、順序や内容を整理
して言葉や文で表すことがで
きる。（中1段階 Ｂイ、エ）
（学・人）自分の伝えたいこ
とが相手に分かりやすくなる

ように、工夫して書こうとし
ている。

（知・技）言葉には、語句が
結びつくことで特定の意味を
表す言葉や古くから言い伝え
られてきた教訓を表す言葉が
あることを知ろうとしてい
る。
(思・判・表)経験したことな
どについて、順序や内容を整
理して言葉や文で表そうとし
ている。

（主学）自分の伝えたいこと

が相手に分かりやすくなるよ
うに、工夫して書こうとして
いる。

・ことわざ、慣用句

P58「ねぼうしたねこ」
P110「ローマ字」
P94～105「山の家に行っ
て」「順序よく書こう」
「伝わりやすくなるように
書こう」

・ことわざや慣用句の違
いや意味を知り、場に応
じて使う。

・相手に伝わるように事
柄の順序に沿って構成を
考える。
・文章に対する感想を持
ち、伝え合うことができ
る。

職業・家庭「情報
機器の活用」

３月 9

(知及技)お世話になった人に
感謝の言葉を丁寧に表現する
ことができる。（中２段階
ア(ウエカ) ウ(ウ)）
(思判表力)自分の将来をイ
メージし、なぜそうなりたい
かを順序立て簡潔に書き発表
することができる。(中２段
階 Ａイウエ Ｂイ)
(学・人)１年間の学習活動を
踏まえ、自身の成長や反省を

振り返ろうとする態度を養
う。

（知・技）お世話になった人
に感謝の言葉を丁寧に表現し
ようとしている。
（思・判・表）自分の将来を
イメージし、なぜそうなりた
いかを順序立て簡潔に書き発
表しようとしている。
（主学）一年間を振り返り、
自分の夢を考えようとしてい
る。

・将来を考えよう
・手紙を書こう
・１年の振り返りをしよう

P86「手紙を書こう」
P106「自分の夢をはなそ
う」

・自分の将来をイメージ
し、なぜそうなりたいか
考える。
・お世話になった先生に
感謝の言葉を添えて手紙
を書く。
・１年間の学習を振り返
り、文法や文章表現、文
章読解などの復習をす
る。感想を書いて発表す
る。

社会、理科、音
楽、美術、外国語
「1年間のまと
め」

留意点
引継等

評価方法

評価の観点も含めて評価方法とします。

・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲、態度　　・理解度、習得度
・提出物の状況　　・単元テスト

2

学

期

3

学

期



教科書／副教材

こくご☆☆

４月 8

（知及技）長音、拗音、促
音、撥音の正しい読み方や書
き方ができる。（中１段階ア
(ウ)
（思判表力）自分の名前や物
の名前を平仮名や片仮名をな
ぞったり、書いたりすること
ができる。（小２段階 Ｂ
イ）
(学・人)音声や身振りなどで
相手に伝えようとしたり、他
者の発表を集中して聞こうと
する態度を養う。

（知・技）長音、拗音、促
音、撥音の読み方や書き方を
知り、正しく使おうとしてい
る。
（思・判・表）自分の名前や
物の名前を平仮名や片仮名を
なぞったり、書いたりしよう
としている。
（主学）音声や身振りなどで
相手に伝えようとしたり、他
者の発表を集中して聞こうと
している。

・自己紹介

・先生の名前や教科の名前

・身近にある物の名前や数え

方①

・学校生活や係活動

教科書☆☆

Ｐ６「がっこうせいかつ」

Ｐ28「なまえなあんだ①」

Ｐ52「あつめてみよう①」

Ｐ48「かいてみよう」

Ｐ76「ひらがなをよんでみよ

う」

Ｐ92「ひらがなをかいてみよ

う」

　・なまえ、じこしょうかい

・自己紹介カードを作成
し発表する。
・先生の名前や教科名を
読み書きする。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす
る。
・学校生活のイラストを
見て何をしているのか、
何の係活動しているのか
考える。

外国語「友達に
英語で自己紹介
しよう」

５月 9

（知及技）出来事や経験した
ことを伝え合う体験を通し
て、いろいろな語句や文の表
現に触れることができる。
（小３段階 ウ(イ)）
（思判表力）見聞きしたり、
経験したことを思い浮かべ、
簡単な語句や短い文を書くこ
とができる。（小３段階 Ｂ
ウ）
(学・人)思いや考えを身振り
や音声などで伝えたり受け止
めたりしようとする態度を養
う。

（知・技）出来事や経験した
ことを伝え合う体験を通し
て、いろいろな語句や文の表
現に触れようとしている。
（思・判・表）見聞きした
り、経験したことを思い浮か
べ、簡単な語句や短い文を書
こうとしている。
(主学)思いや考えを身振りや
音声などで伝えたり受け止め
たりしようとしている。

・ゴールデンウィークの思い

出

・お母さんありがとう

・何しているのかな

・身近にある物の名前や数え

方②

Ｐ12「おはなしできるかな」

Ｐ28「なまえなあんだ②」

Ｐ52「あつめてみよう②」

Ｐ92「ひらがなをかいてみよ

う」

　・えにっき　・カード

・いつ、だれと、どこに
行ったかを振り返り、楽
しかったことなどをプリ
ントにまとめて発表す
る。
・母の日に向けて感謝の
気持ちを込めたカードを
作成する。
・イラストを見て何をし
ているのか考えて発表す
る。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす
る。

理科「身の回り
の生物」
美術「語彙を広
げよう～画材や
色の名前」

６月 10

（知及技）姿勢や筆記具の持ち

方を正しくし、平仮名や片仮名

の文字の形に注意しながら丁寧

に書くことができる。（小３段

階 ウ(ウ)）

（思判表力）イラストを見て場

面を想像したり、経験したこと

を思い浮かべ感情を表現するこ

とができる。（小３段階 Ａウ）

（学・人）平和に関する本を読

んだり、詩を書くことで、平和

について考える意識を育む。

（知・技）姿勢や筆記具の持
ち方を正しくし、平仮名や片
仮名の文字の形に注意しなが
ら丁寧に書こうとしている。
（思・判・表）イラストを見

て場面を想像したり、経験し
たことを思い浮かべ感情を表
現しようとしている。
（主学）平和に関する本を読
んだり、詩を書くことで、平
和について考えようとしてい
る。

・どんな気持ちかな
・お父さんありがとう
・平和について考えよう
「慰霊の日に向けて」
「平和って何？」

Ｐ20「どんなきもちかな」
Ｐ92「ひらがなをかいてみ
よう」
　・カード

・言葉やイラストを見て
どんな気持ちか考える。
・父の日に向けて感謝の
気持ちを込めたカードを
作成する。

・平和に関する絵本や動
画を見聞きし、感想をま
とめて発表する。平和
メッセージを書く。

社会「平和学
習」
音楽「平和の
歌」
美術「平和を感

じよう」

令和8年度　中学部　２年（　Ⅱ課程Ｂ　）　　国語科　年間指導計画（シラバス）　

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点

他教科との関連

日常生活や社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。（小3段階）

日常生活や社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。（小3段階）

言葉が持つ良さに気付くとともに、言語感覚を養い、国語を大切にしてその能力の向上を図る態度を養う。（小3段階）

単位数／配当時数 対象人数

月
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

年間目標

担当者名

　2学年　１１名3/105

時

数
単元・題材名

（学・人）学びに向かう力、人間性

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

（知及技）知識及び技能

学期

1

学

期



７月 9

（知及技）姿勢や口形に気を
付けて、平仮名や片仮名で書
かれた文字や文章を読むこと
ができる。（小３段階 ア(イ
ウカ)）
（思判表力）暑中見舞いで伝
えたいことを考え、内容をま
とめて書くことができる。
（中１段階 Ｂアイウ）
（学・人）相手の健康を気遣
い暑中見舞い葉書を書こうと
する態度を養う。

（知・技）姿勢や口形に気を
付けて、平仮名や片仮名で書
かれた文字や文章を読もうと
している。
（思・判・表）暑中見舞いで
伝えたいことを考え、内容を
まとめて書こうとしている。
（主学）相手の健康を気遣い
暑中見舞い葉書を書こうとし
ている。

・季節の便り（暑中見舞
い）
・身近にある物の名前や数
え方③

Ｐ28「なまえなあんだ③」
Ｐ52「あつめてみよう③」
Ｐ92「ひらがなをかいてみ
よう」
　・てがみ

・葉書の基本的な書き方
を学び暑中見舞い葉書を
作成する。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす
る。

美術「はがきに
かこう」
社会「路線バス
を活用しよう」

９月 11

（知及技）読書や読み聞かせな

どに親しむことで、いろいろな

本に興味を持つことができる。

（小３段階 ウ(エ)）

（思判表力）おすすめ本の内容

を簡潔に整理し、感想をまとめ

発表する。（小３段階 Ｂアイウ

Ｃアエ)

(学・人)身近な島くとぅばを学

び、簡単な島くとぅばを使おう

とする態度を育む。

（知・技）読書や読み聞かせ
などに親しむことで、いろい
ろな本に興味を持とうとして
いる。
（思・判・表）おすすめ本の
内容を簡潔に整理し、感想を
まとめ発表しようとしてい
る。
（主学）身近な島くとぅばを
学び、簡単な島くとぅばを使

おうとしている。

・夏休みの思い出
・おすすめ本の紹介をしよ
う①
　（読書月間の取り組み）
・しまくとぅばに親しもう

・夏休みの思い出（日記

等）を発表する。

・図書館に様々な本がある

ということを学ぶ。

・読み聞かせに親しむ。

・沖縄方言で挨拶や身近な

方言に触れる。「うちなー

かぞえうた」を聞いて生き

物の名称や数え方を学ぶ。

社会「沖縄の伝
統文化を体験し
よう」
美術「沖縄の伝
統文化を学ぼ
う」

１０月 11

（知及技）姿勢や口形に気を
付けて、平仮名や片仮名で書
かれた文字や文章を読むこと
ができる。（小３段階 ア(イ
ウカ)）
（思判表力）登場人物になっ
たつもりで、音読したり演じ
たりすることができる。（小
３段階 Ｃアイエ)
（学・人）身の回りにある物
の名前や数え方を考え、発表
したり文字で書き表そうとす
る態度を養う。

（知・技）姿勢や口形に気を
付けて、平仮名や片仮名で書
かれた文字や文章を読もうと
している。
（思・判・表）登場人物に
なったつもりで、音読したり
演じたりしようとしている。
（主学）身の回りにある物の
名前や数え方を考え、発表し
たり文字で書き表そうとして
いる。

・舞台祭に向けて

・おすすめの本を紹介しよう

②

・お話発表

・身近にある物の名前や数え

方④

Ｐ24「おおきなだいこん」

Ｐ70「うさぎとかめ」

Ｐ28「なまえなあんだ④」

Ｐ52「あつめてみよう④」

・おすすめの本の紹介
カードや感想文を発表す
る。
・グループで役割を決め
て昔話などを発表する。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす
る。

音楽「楽器を演
奏しよう」

１１月 11

（知及技）言葉には、意味によ

る語句のまとまりがあり、助詞

の使い方で意味が変わることを

知ることができる。（小３段階

ア(エオ)）

(思判表力)日常生活でよく使わ

れている表示などの特徴に気付

き、読もうとしたり、表された

意味に応じた行動をすることが

できる。（小２段階 Ｃウ)

（学・人）舞台祭を振り返り、

関係する言葉を学ぼうとしてい

る。

（知・技）言葉には、意味に
よる語句のまとまりがあり、
助詞の使い方で意味が変わる
ことを知ろうとしている。
（思・判・表）日常生活でよ
く使われている表示などの特
徴に気付き、読もうとした
り、表された意味に応じた行
動をしようとしている。
（主学）舞台祭を振り返り、
関係する言葉を学ぼうとして
いる。

・舞台祭に向けて
・何のしるし？何のイラス
ト？
・舞台祭を終えて

・様々なカードを用い
て、マッチングをした
り、類義語や対義語を学
ぶ。
・助詞カードを用いて、
文章を組み立てる。
・学校内外にある様々な
マークやイラストを見
て、名称や役割等を考え
る。

外国語「食べ
物」

１２月 9

（知及技）物や状況に応じた

様々なオノマトペを知り、使う

ことで言葉の響きやリズムに親

しむことができる。（小３段階

ア(ウエ)）

（思判表力）新年の挨拶などで

伝えたいことを考え、内容をま

とめて書くことができる。（中

１段階 Ｂアイウ）

（学・人）状況や目的に適した

オノマトペや言葉を考えようと

する態度を育む。

（知・技）物や状況に応じた
様々なオノマトペを知り、使
うことで言葉の響きやリズム
に親しもうとしている。
（思・判・表）新年の挨拶な
どで伝えたいことを考え、内
容をまとめて書こうとしてい
る。
（主学）状況や目的に適した
オノマトペや言葉を考えよう
としている。

・季節の便り（年賀状）
・いろいろな音（動物の鳴
き声、オノマトペなど）

Ｐ92「ひらがなをかいてみ
よう」
　・てがみ

・葉書の基本的な書き方
を学び暑中見舞い葉書を
作成する。
・人や動物が発する音
（擬声語）や事物や事象
の音（擬音語）、状態や
身振りなどの様子を例え
た音（擬態語）を考え
る。

美術「はがきに
かこう」
社会「地域につ
いて調べよ
う」」

1

学

期

2

学

期



１月 9

（知及技）十二支に関する絵
本や歌を見聞きして、言葉の
響きやリズムに親しむことが
できる。（小３段階 ウ
(ア)）
（思判表力）校内実習や愛汗
祭について、感想を抱き、発
表しようとしている。（小２
段階Aウ））
（学・人）身の回りにある物
の名前や数え方を考え、発表
したり文字で書き表そうとす
る態度を養う。

（知・技）十二支に関する絵
本や歌を見聞きして、言葉の
響きやリズムに親しもうとし
ている。
（思・判・表）校内実習や愛
汗祭について、感想を抱き、
発表しようとしている。
（主学）身の回りにある物の
名前や数え方を考え、発表し
たり文字で書き表そうととし
ている。

・新年の挨拶、お正月の風
習いろいろ
・今年の干支（十二支）
・愛汗祭の感想を発表しよ
う。

・新年の挨拶を交わし、抱

負を発表する。お正月とし

ての風習や食べもの、遊び

などを挙げ、日本の伝統文

化に触れる。

・十二支に関する絵本や歌

を見聞きし、今年の干支や

自身の干支を知る。

・愛汗祭を振り返り、感想

を発表する。

美術「正月遊
び」
外国語「日本の
お正月と外国の
お正月」

２月 9

（知及技）日常生活で使う助
数詞について学び、正しい使
い方ができる。（中１段階
ア(ウエ)）
（思判表力）学んだことを
使って、短文を書こうとして
いる。（小３段階Bイ）
（学・人）愛汗祭や校内実習

で学んだことを振り返ろうと
する態度を養う。

（知・技）日常生活で使う助
数詞について学び、正しい使
い方をしようとしている。
（思・判・表）学んだ言葉を
使って、文を書こうとしてい
る。
（主学）愛汗祭や校内実習で
学んだことを振り返ろうとし

ている。

・愛汗祭（校内実習）の思
い出
・身近にある物の名前や数
え方⑤

Ｐ28「なまえなあんだ⑤」
Ｐ52「あつめてみよう⑤」

・校内実習の取り組みや
愛汗祭で頑張ったことや
感想をまとめ発表する。
・身近にある物の名前や
数え方を生かして、短文
を作ることができる。

職業・家庭「も
のづくり２」

３月 9

（知及技）お世話になった人
に感謝の言葉を丁寧に伝える
ことができる。（中１段階
ア(ウエカ) ウ(ウ)）
（思判表力）１年間の学習を
振り返り、平仮名や片仮名で
書いたり、姿勢や声の大きさ
に気を付けて話すことができ
る。（小２段階 Ａイウオ Ｂ
アイウ)
(学・人)１年間の学習活動を
踏まえ、自身の成長や反省を
振り返ろうとする態度を養
う。

（知・技）お世話になった人
に感謝の言葉を丁寧に伝えよ
うとしている。
（思・判・表）１年間の学習
を振り返り、平仮名や片仮名
で書いたり、姿勢や声の大き
さに気を付けて話そうとして
いる。
（主学）１年間の学習活動を
踏まえ、自身の成長や反省を
振り返ろうとしている。

・お礼の言葉（カード作
り）
・１年の振り返りをしよう

Ｐ92「ひらがなをかいてみ
よう」
　・てがみ　・カード

・誰に、どのようなお礼
の手紙を書くのか考え
る。
・１年間に取り組んだプ
リントを中心に振り返り
学習をする。
・写真等を参考に活動内
容を再確認し、感想をま
とめ発表する。

音楽「卒業の
歌」

評価の観点も含めて評価方法とします。

・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲、態度　　・理解度、習得度
・提出物の状況

3

学

期

評価方法

留意点
引継等



教科書／副教材

国語☆☆☆☆☆／

しまくとぅば読本

４月 8

(知及技)長音、拗音、促音、

撥音などの表記や助詞の使い

方を理解し、文や文章の中で

使うことができる。（中２段

階ア(ウ)）

(思判表力)人の話などを聞き

ながら、聞いたことをメモし

たり、分からないことを聞き

返したりすることができる。

(中２段階 Ａア)

(学・人)相手に伝えようと丁

寧に話したり、他者の発表を

集中して聞こうとする意識を

養う。

(知・技)長音、拗音、促音、

撥音などの表記や助詞の使い

方を理解し、文や文章の中で

使おうとしている。

(思・判・表)人の話などを聞

きながら、聞いたことをメモ

したり、分からないことを聞

き返そうとしている。

(主学)相手に伝えようと丁寧

に話したり、他者の発表を集

中して聞こうとしている。

・自己紹介をしよう

・新しい仲間、教師と学ぼ

う

・教科名の読み書き

・詩「われは草なり」

・図書室オリエンテーショ

ン

教科書☆☆☆☆☆本

Ｐ２「われは草なり」

Ｐ８「校外学習に行く前に

確認しよう」

・目標、自己紹介を書い

て、皆の前で発表する。

・教師の名前をひらが

な、カタカナ、漢字で読

み書きをする。

・教科名を漢字で読み書

きする。

・「新入生歓迎会」につ

いてメモをとる。

外国語「英語で自

己紹介をしよう」

５月 9

(知及技)修飾と被修飾との関

係、指示する語句の役割につ

いて理解することができる。

(中２段階 ア(オ))

(思判表力)相手や目的に応じ

て自分の伝えたいことを明確

にし、順序を考え話し方を工

夫することができる。(中２段

階 Ａイウエ Ｂアイウ)

(学・人)相手に分かりやす

く、話し方を工夫して伝えよ

うとする態度を育む。

(知・技)修飾と被修飾との関

係、指示する語句の役割につ

いて理解しようとしている。

(思・判・表)相手や目的に応

じて自分の伝えたいことを明

確にし、順序を考え話し方を

工夫しようとしている。

(主学)相手に分かりやすく、

話し方を工夫して伝えようと

している。

・ゴールデンウィークの思

い出を書こう

・「みんなに伝えよう」

・「○○をしょうかいをし

よう」

・文法と表現「言葉のペー

ジ（修飾語、指示語、敬体

と常体）

Ｐ10～17「みんなに伝えよ

う」「学校しょうかいをし

よう」

Ｐ24「言葉のページ」

・体験したことなどにつ

いて、５Ｗ１Ｈを踏ま

え、感想を交えて表現す

る。

・学校生活で伝えたいこ

とを考え、分かりやすく

伝える。

・修飾語、指示語（こそ

あど言葉）、敬体と常体

などをプリント学習で学

び、ロールプレイで定着

を図る。

外国語「自分の誕

生日を伝えたり、

相手の誕生日をた

ずねたりしよう」

６月 10

(知及技)情景や場面などに応

じて、話す速さや発音、声の

大きさに気を付けて音読がで

きる。（中２段階 ア(イ､

キ)）

(思判表力)様々な文章を読

み、情景や場面、登場人物の

心情などを想像することがで

きる。（中２段階 Ｃアイウ

エ）

(学・人)平和に関する詩や本

を読み、平和について考える

意識を育む。

(知・技)情景や場面などに応

じて、話す速さや発音、声の

大きさに気を付けて音読をし

ようとしている。

(思・判・表)平和に関する詩

や本を読み、感想を書いたり

発表したりしようとしてい

る。

(主学)平和に関する詩や本を

読み、平和について考えよう

としている。

・平和について考えよう

・いろいろな文章

Ｐ28～35「日本を旅して」

「最後のうそ」「うなぎ

屋」

・平和に関する詩や本を

読み、戦争がなぜいけな

いのか、平和とは何かに

ついて考える。平和メッ

セージを書く。

・紹介文や小話などを読

み、感じたことを発表し

合う。

社会「慰霊の日」

音楽「平和学習の

歌」

美術「平和への願

い」

７月 9

(知及技)筆遣いの基本を学

び、文字の形に注意しなが

ら、筆順に従って丁寧に書く

ことができる。（中２段階 ウ

(ウ)）

(思判表力)暑中見舞いで伝え

たいことを考え、内容をまと

めて書くことができる。（中

２段階 Ｂアイウ）

(学・人)筆の持ち方や姿勢を

正し、漢字や仮名の大きさ、

配列を意識して書く態度を養

う。

(知・技)筆遣いの基本を学

び、文字の形に注意しなが

ら、筆順に従って丁寧に書こ

うとしている。

(思・判・表)暑中見舞いで伝

えたいことを考え、内容をま

とめて書こうとしている。

(主学)筆の持ち方や姿勢を正

し、漢字や仮名の大きさ、配

列を意識して書こうとしてい

る。

・季節の挨拶（暑中見舞

い）

・書道に親しもう

・１学期の振り返り

・基本的な葉書の書き方

を学び、挨拶文を考え、

丁寧に仕上げる。完成し

た葉書を発表する。

・書きたい文字を選び、

文字のバランスや運筆に

留意して書き、作品を仕

上げる。

・１学期の学習内容を振

り返り、楽しかったこと

や反省を発表する。

社会「郵便局へ行

こう」

1

学

期

3/105

時

数
単元・題材名

（学・人）学びに向かう力、人間性

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

（知及技）知識及び技能

学期

令和8年度　中学部　３年　（ Ⅱ課程Ａ ）　　国語科　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象人数

月
単元・題材目標

（三つの柱）

単元・題材の評価規準

（三観点）
単元・題材の活動内容

教科等横断的視点

他教科との関連

日常生活や社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。（中2段階）

日常生活や社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。（中2段階）

言葉がもつよさに気付くとともに、言語感覚を養い、国語を大切にしてその能力の向上を図る態度を養う。（中2段階）

年間目標

担当者名

３学年　　24名



９月 11

(知及技）幅広く読書に親しむ

ことで、様々なジャンルの本

があることを知る。（中２段

階 ウ(エ)）

(思判表力)おすすめ本の内容

を簡潔に整理し、感想をまと

め発表する。（中２段階 Ｂア

イウ　Ｃアエ)

(学・人)身近な島くとぅばを

学び、日常生活で活用しよう

とする態度を育む。

(知・技)幅広く読書に親しも

うとしている。

(思・判・表)おすすめ本の内

容を簡潔に整理し、感想をま

とめ発表しようとしている。

(主学)身近な島くとぅばを学

び、日常生活で活用しようと

している。

・夏休みの思い出と宿題の

見直し

・読書月間の取り組み

・しまくとぅばに親しもう

Ｐ46～47「学校の図書館で

本を探そう」

しまくとぅば読本

・夏休みの思い出（日記

等）を発表する。間違っ

た問題を見直し復習す

る。

・図書室のマナーを守り

読書を楽しむ。本の紹介

カードを作成したり、感

想文を書いて発表する。

・「しまくとぅば読本」

を活用し、沖縄方言で挨

拶、身近な方言に触れ

る。「うちなー方言の動

画」などを見て方言に親

しむ。

美術「地域の伝統

工芸」

１０月 11

(知及技)生活に身近なことわ

ざを知り、使うことにより

様々な表現に親しむことがで

きる。(中２段階 ア(エ) ウ

(イ))

(思判表力)言葉のリズムや表

現技法に留意し、自身の思い

を詩歌で表現することができ

る。(中２Ｂ アイオ)

(学・人)詩歌のイメージを膨

らませたり、作者の思いを感

じ取ろうとする態度を育む。

(知・技)生活に身近なことわ

ざを知り、使うことにより

様々な表現に親しもうとして

いる。

(思・判・表)字数や表現技法

に留意し、自身の思いを詩歌

で表現しようとしている。

(主学)詩歌のイメージを膨ら

ませたり、作者の思いを感じ

取ろうとしている。

・舞台祭に向けて

・俳句、短歌、詩

・ことわざ､標語

Ｐ36～43「俳句、短歌、詩

「けいとうの花」「私と小

鳥と鈴と」

Ｐ44「ことわざ、標語」

・言葉のイメージをふく

らませ、定型や自由な言

葉のリズムを味わう。

音楽「お話の音楽

を作ろう」

１１月 11

(知及技)説明文や随筆の内容

を意識しながら、発音や声量

を調節して音読することがで

きる。(中２段階 ア(アイ

キ))

(思判表力)舞台祭での取り組

みで感じたこと、頑張ったこ

とを書き、発表することがで

きる。(中２段階 Ａイウエ Ｂ

アイウオ)

(学・人)読んで感じたことや

分かったことを伝え合おうと

する意識を持つ。

(知・技)説明文や随筆の内容

を意識しながら、発音や声量

を調節して音読しようとして

いる。

(思・判・表)舞台祭での取り

組みで感じたこと、頑張った

ことをまとめ伝えようとして

いる。

(主学)読んで感じたことや分

かったことを伝え合おうとし

ている。

・舞台祭に向けて

・文章読解（説明文、随

筆）

Ｐ48～57「ニホンザルの子

供」「スーパーマーケット

の見学」

Ｐ62「修学旅行の思い出」

・説明文や随筆を読み、

筆者が伝えたいことは何

かを話し合い発表する。

・舞台祭を振り返り、頑

張ったことや楽しかった

ことなどをまとめ、発表

する。

音楽「みんなで歌

おうⅡ」「合奏を

しようⅠ」

１２月 9

(知及技)文字の形に注意しな

がら、筆順に従って丁寧に書

くことができる。（中２段階

ウ(ウ)）

(思判表力)見聞きしたことや

経験したことを書き、発表す

ることができる。(中２段階

Ａイウエ Ｂアイウオ)

(学・人)２学期の学習活動を

踏まえ、自身の成長や反省を

振り返ろうとする態度を養

う。

(知・技)文字の形に注意しな

がら、筆順に従って丁寧に書

こうとしている。

(思・判・表)見聞きしたこと

や経験したことをまとめ伝え

ようとしている。

(主学)２学期の学習活動を踏

まえ、自身の成長や反省を振

り返ろうとしている。

・季節の便り（年賀状）

・「修学旅行の思い出」

・十二支

・２学期の振り返り

P62～65「修学旅行の思い

出」

・年賀葉書の書き方の基

本や新年の挨拶、十二支

について学び、お世話に

なった方へ年賀状を書

く。

・修学旅行を振り返り、

見学地の様子や楽しかっ

たことなどをまとめ、発

表する。

・２学期の学習内容を振

り返り、楽しかったこと

や反省を発表する。

美術「新年にむけ

て」

2

学

期



１月 9

(知及技)文字の形に注意しな

がら、筆順に従って丁寧に書

くことができる。（中２段階

ウ(ウ)）

(思判表力)校内実習や愛汗祭

の活動を振り返り、感想を書

き発表することができる。(中

２段階 Ａイウエ Ｂアイエオ)

(学・人)新年の挨拶やカルタ

遊びを通して正月の雰囲気を

味わう。

(知・技)文字の形に注意しな

がら、筆順に従って丁寧に書

こうとしている。

(思・判・表)校内実習や愛汗

祭の活動を振り返り、感想を

書き発表しようとしている。

(主学)新年の挨拶やカルタ遊

びを通して正月の雰囲気を味

わおうとしている。

・新年の挨拶、正月遊びい

ろいろ

・書道（書き初め）

・愛汗祭の感想

・文章読解（偉人伝等）

Ｐ104「言葉のページ」

・新年の挨拶を交わし抱

負を発表することで気持

ちを引き締める。日本の

伝統文化としての正月遊

びを挙げ、カルタを楽し

む。

・書き初めにふさわしい

文字を選び、基本的な筆

遣いに留意して書く。

・愛汗祭の取り組みを振

り返り、感想をまとめ発

表する。

・偉人伝等を読み、読ん

でわかったことや感想を

伝え合う。

外国語「日本のお

正月と外国のお正

月」

２月 9

(知及技)拗音や促音の表記、

助詞や接続語などの使い方を

振り返り、正しく使うことが

できる。(中２段階 ア(ウ

エ))

(思判表力)読んで感じたこと

や分かったことを伝え合うこ

とができる。（中２段階 Ｂオ

Ｃオ）

(学・人)文字の形や筆順、大

きさなどを意識して丁寧に書

く態度を養う。

(知・技)拗音や促音の表記、

助詞や接続語などの使い方を

振り返り、正しく使おうとし

ている。

(思・判・表)読んで感じたこ

とや分かったことを伝え合お

うとしている。

(主学)文字の形や筆順、大き

さなどを意識して丁寧に書こ

うとしている。

・高校入試に向けて（文章

表現）

・「言葉のページ」（文字

の形、筆順、大きさ）

・文章読解（偉人伝、物

語）

Ｐ66～97「医学の発展につ

くした日本人」「おわら風

の盆に行って」「泣いた赤

おに」「ぼくのカレーライ

ス」「山ねこおことわり」

Ｐ104「言葉のページ」

・高等部入試の過去の問

題を解き、長音、拗音、

促音、撥音、助詞、接続

詞、敬語などの使い方を

復習する。面接に向けて

丁寧な話し言葉を練習す

る。

・物語を読み、読んでわ

かったことや感想を伝え

合う。

・きれいな文字を書くた

めに文字の形を整えて書

く。

職業・家庭「情報

機器の活用」

３月 9

(知及技)お世話になった人に

感謝の言葉を丁寧に表現する

ことができる。（中２段階 ア

(ウエカ) ウ(ウ)）

(思判表力)面接の場を想定

し、自分が伝えたいことを明

確に、丁寧な言葉遣いで伝え

ることができる。(中２段階Ａ

イウエ)

(学・人)１年間の学習活動を

踏まえ、自身の成長や反省を

振り返ろうとする態度を養

う。

(知・技)お世話になった人に

感謝の言葉を丁寧に表現しよ

うとしている。

(思・判・表)面接の場を想定

し、自分が伝えたいことを明

確に、丁寧な言葉遣いで伝え

ようとしている。

(主学)１年間の学習活動を踏

まえ、自身の成長や反省を振

り返ろうとしている。

・高校入試に向けて（面

接）

・感謝の手紙を書こう

・１年の振り返りをしよう

Ｐ108「お礼の手紙を書こ

う」

・面接に向けて丁寧な話

し言葉や受け答えの練習

をする。

・お世話になった先生に

感謝の言葉を添えて手紙

を書く。

・１年間の学習を振り返

り、文法や文章表現、文

章読解などの復習をす

る。感想を書いて発表す

る。

音楽「卒業の歌」

美術「卒業に向け

て（共同制作）」

3

学

期

評価方法

留意点
引継等

評価の観点も含めて評価方法とします。

・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲、態度　　・理解度、習得度

・提出物の状況　　・単元テスト



教科書／副教材

こくご☆☆

４月 8

（知及技）長音、拗音、促
音、撥音の正しい読み方や書
き方ができる。（中１段階ア
(ウ)
（思判表力）自分の名前や物
の名前を平仮名や片仮名をな
ぞったり、書いたりすること
ができる。（小２段階 Ｂ
イ）
(学・人)音声や身振りなどで
相手に伝えようとしたり、他
者の発表を集中して聞こうと
する態度を養う。

（知・技）長音、拗音、促
音、撥音の読み方や書き方を
知り、正しく使おうとしてい
る。
（思・判・表）自分の名前や
物の名前を平仮名や片仮名を
なぞったり、書いたりしよう
としている。
（主学）音声や身振りなどで
相手に伝えようとしたり、他
者の発表を集中して聞こうと
している。

・自己紹介

・先生の名前や教科の名

前

・身近にある物の名前や

数え方①

・学校生活や係活動

教科書☆☆

Ｐ６「がっこうせいか

つ」Ｐ28「なまえなあん

だ①」Ｐ52「あつめてみ

よう①」Ｐ48「かいてみ

よう」Ｐ76「ひらがなを

よんでみよう」Ｐ92「ひ

らがなをかいてみよう」

・なまえ、じこしょうか

い

・自己紹介カードを作成
し発表する。
・先生の名前や教科名を
読み書きする。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす
る。
・学校生活のイラストを
見て何をしているのか、
何の係活動しているのか
考える。

外国語「友達に
英語で自己紹介
しよう」

５月 9

（知及技）出来事や経験した
ことを伝え合う体験を通し
て、いろいろな語句や文の表
現に触れることができる。
（小３段階 ウ(イ)）
（思判表力）見聞きしたり、
経験したことを思い浮かべ、
簡単な語句や短い文を書くこ
とができる。（小３段階 Ｂ
ウ）
(学・人)思いや考えを身振り
や音声などで伝えたり受け止
めたりしようとする態度を養
う。

（知・技）出来事や経験した
ことを伝え合う体験を通し
て、いろいろな語句や文の表
現に触れようとしている。
（思・判・表）見聞きした
り、経験したことを思い浮か
べ、簡単な語句や短い文を書
こうとしている。
(主学)思いや考えを身振りや
音声などで伝えたり受け止め
たりしようとしている。

・ゴールデンウィーク
の思い出
・お母さんありがとう
・何しているのかな
・身近にある物の名前
や数え方②

Ｐ12「おはなしできる
かな」Ｐ28「なまえな
あんだ②」Ｐ52「あつ
めてみよう②」Ｐ92
「ひらがなをかいてみ
よう」・えにっき　・
カード

・いつ、だれと、どこに
行ったかを振り返り、楽
しかったことなどをプリ
ントにまとめて発表す
る。
・母の日に向けて感謝の
気持ちを込めたカードを
作成する。
・イラストを見て何をし
ているのか考えて発表す
る。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす
る。

理科「身の回り
の生物」
美術「語彙を広
げよう～画材や
色の名前」

６月 10

（知及技）姿勢や筆記具の持ち

方を正しくし、平仮名や片仮名

の文字の形に注意しながら丁寧

に書くことができる。（小３段

階 ウ(ウ)）

（思判表力）イラストを見て場

面を想像したり、経験したこと

を思い浮かべ感情を表現するこ

とができる。（小３段階 Ａウ）

（学・人）平和に関する本を読

んだり、詩を書くことで、平和

について考える意識を育む。

（知・技）姿勢や筆記具の持
ち方を正しくし、平仮名や片
仮名の文字の形に注意しなが
ら丁寧に書こうとしている。
（思・判・表）イラストを見
て場面を想像したり、経験し
たことを思い浮かべ感情を表
現しようとしている。
（主学）平和に関する本を読
んだり、詩を書くことで、平
和について考えようとしてい
る。

・どんな気持ちかな
・お父さんありがとう
・平和について考えよ
う
「慰霊の日に向けて」
「平和って何？」

Ｐ20「どんなきもちか
な」
Ｐ92「ひらがなをかい
てみよう」
　・カード

・言葉やイラストを見て
どんな気持ちか考える。
・父の日に向けて感謝の
気持ちを込めたカードを
作成する。
・平和に関する絵本や動
画を見聞きし、感想をま
とめて発表する。平和
メッセージを書く。

社会「平和学
習」
音楽「平和の
歌」
美術「平和を感
じよう」

７月 9

（知及技）姿勢や口形に気を付

けて、平仮名や片仮名で書かれ

た文字や文章を読むことができ

る。（小３段階 ア(イウカ)）

（思判表力）暑中見舞いで伝え

たいことを考え、内容をまとめ

て書くことができる。（中１段

階 Ｂアイウ）

（学・人）相手の健康を気遣い

暑中見舞い葉書を書こうとする

態度を養う。

（知・技）姿勢や口形に気を
付けて、平仮名や片仮名で書
かれた文字や文章を読もうと
している。
（思・判・表）暑中見舞いで
伝えたいことを考え、内容を
まとめて書こうとしている。
（主学）相手の健康を気遣い
暑中見舞い葉書を書こうとし
ている。

・季節の便り（暑中見
舞い）
・身近にある物の名前
や数え方③Ｐ28「なま
えなあんだ③」Ｐ52
「あつめてみよう③」
Ｐ92「ひらがなをかい
てみよう」　・てがみ

・葉書の基本的な書き方
を学び暑中見舞い葉書を
作成する。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす
る。

美術「はがきに
かこう」
社会「路線バス
を活用しよう」

担当者名

３学年　8名

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

（知及技）知識及び技能

学期

1

学

期

令和８年度　中学部　３年（　Ⅱ課程Ｂ　）　　国語科　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象人数

月
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視

点
他教科との関連

日常生活や社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。(小3段階)

日常生活や社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。(小3段階)

言葉が持つ良さに気付くとともに、言語感覚を養い、国語を大切にしてその能力の向上を図る態度を養う。(小3段階)

年間目標

 　3/105

時

数
単元・題材名

（学・人）学びに向かう力、人間性



９月 11

（知及技）読書や読み聞かせ
などに親しむことで、いろい
ろな本に興味を持つことがで
きる。（小３段階 ウ(エ)）
（思判表力）おすすめ本の内
容を簡潔に整理し、感想をま
とめ発表する。（小３段階
Ｂアイウ Ｃアエ)
(学・人)身近な島くとぅばを
学び、簡単な島くとぅばを使
おうとする態度を育む。

（知・技）読書や読み聞かせ
などに親しむことで、いろい
ろな本に興味を持とうとして
いる。
（思・判・表）おすすめ本の
内容を簡潔に整理し、感想を
まとめ発表しようとしてい
る。
（主学）身近な島くとぅばを
学び、簡単な島くとぅばを使
おうとしている。

・夏休みの思い出
・おすすめ本の紹介を
しよう①
　（読書月間の取り組
み）
・しまくとぅばに親し
もう

・夏休みの思い出（日記
等）を発表する。
・図書室のマナーを守り
いろいろな本に触れる。
本の紹介カードを作成し
たり感想文を書く。
・沖縄方言で挨拶や身近
な方言に触れる。「うち
なーかぞえうた」を聞い
て生き物の名称や数え方
を学ぶ。

社会「沖縄の伝
統文化を体験し
よう」
美術「沖縄の伝
統文化を学ぼ
う」

１０月 11

（知及技）姿勢や口形に気を
付けて、平仮名や片仮名で書
かれた文字や文章を読むこと
ができる。（小３段階 ア(イ
ウカ)）
（思判表力）登場人物になっ
たつもりで、音読したり演じ
たりすることができる。（小
３段階 Ｃアイエ)
（学・人）身の回りにある物
の名前や数え方を考え、発表
したり文字で書き表そうとす
る態度を養う。

（知・技）姿勢や口形に気を
付けて、平仮名や片仮名で書
かれた文字や文章を読もうと
している。
（思・判・表）登場人物に
なったつもりで、音読したり
演じたりしようとしている。
（主学）身の回りにある物の
名前や数え方を考え、発表し
たり文字で書き表そうとして
いる。

・舞台祭に向けて

・おすすめの本を紹介し

よう②

・お話発表

・身近にある物の名前や

数え方④

Ｐ24「おおきなだいこ

ん」

Ｐ70「うさぎとかめ」

Ｐ28「なまえなあんだ

④」

Ｐ52「あつめてみよう

④」

・おすすめの本の紹介
カードや感想文を発表す
る。
・グループで役割を決め
て昔話などを発表する。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす
る。

音楽「楽器を演
奏しよう」

１１月 11

（知及技）言葉には、意味に
よる語句のまとまりがあり、
助詞の使い方で意味が変わる
ことを知ることができる。
（小３段階 ア(エオ)）
(思判表力)舞台祭の取り組み
を振り返り、がんばったこと
を伝えようとしている。（小
２段階 Ｃウ)
（学・人）身の周りにある表
示が何を意味するかを伝えよ
うとする態度を育む。

（知・技）言葉には、意味に
よる語句のまとまりがあり、
助詞の使い方で意味が変わる
ことを知ろうとしている。
（思・判・表）舞台祭りの取
り組みを振り返り、頑張った
ことを伝えようとしている。
（主学）身の周りにある表示
が何を意味するかを伝えよう
としている。

・舞台祭に向けて
・舞台祭の感想を発表
しよう。
・何のしるし？何のイ
ラスト？
Ｐ46「しるしをみつけ
よう」

・学校内外にある様々な
マークやイラストを見
て、名称や役割等を考え
る。
・舞台祭を振り返り、感
想を発表する。

外国語「食べ
物」
全教科「舞台祭
に向けて」

１２月 9

（知及技）物や状況に応じた
様々なオノマトペを知り、使
うことで言葉の響きやリズム
に親しむことができる。（小
３段階 ア(ウエ)）
（思判表力）新年の挨拶など
で伝えたいことを考え、内容
をまとめて書くことができ
る。（中１段階 Ｂアイウ）
（主学）修学旅行を振り返
り、感想を発表しようとして
いる。

（知・技）物や状況に応じた
様々なオノマトペを知り、使
うことで言葉の響きやリズム
に親しもうとしている。
（思・判・表）新年の挨拶な
どで伝えたいことを考え、内
容をまとめて書こうとしてい
る。
（主学）修学旅行を振り返
り、感想を発表しようとして
いる。

・季節の便り（年賀
状）
・修学旅行の思い出

・葉書の基本的な書き方
を学び暑中見舞い葉書を
作成する。
・修学旅行を振り返り、
感想を書いたり、伝えた
りしようとしている。

美術「はがきに
かこう」
社会「地域につ
いて調べよ
う」」

１月 9

（知及技）十二支に関する絵
本や歌を見聞きして、言葉の
響きやリズムに親しむことが
できる。（小３段階 ウ
(ア)）
（思判表力）見聞きしたり、
経験したことを思い浮かべ、
簡単な語句や短い文を書くこ
とができる。（小３段階 Ｂ
ウ）
（主学）修学旅行を振り返
り、感想を発表しようとして
いる。

（知・技）十二支に関する絵
本や歌を見聞きして、言葉の
響きやリズムに親しもうとし
ている。
（思・判・表）見聞きした
り、経験したことを思い浮か
べ、簡単な語句や短い文を書
こうとしている。
（主学）修学旅行を振り返
り、感想を発表しようとして
いる。

・新年の挨拶、お正月
の風習いろいろ
・今年の干支（十二
支）
・修学旅行の感想を書
こう。

・新年の挨拶を交わし、
抱負を発表する。お正月
としての風習や食べも
の、遊びなどを挙げ、日
本の伝統文化に触れる。
・十二支に関する絵本や
歌を見聞きし、今年の干
支や自身の干支を知る。
・修学旅行の思い出を振
り返り、短文で書く。

美術「正月遊
び」
外国語「日本の
お正月と外国の
お正月」

2

学

期

3

学

期



２月 9

（知及技）日常生活で使う助
数詞について学び、正しい使
い方ができる。（中１段階
ア(ウエ)）
（思判表力）校内実習や愛汗
祭の感想をまとめて発表する
ことができる。（中１段階
Ａイウ Ｂアイウエ）
（学・人）愛汗祭や校内実習
で学んだことを振り返ろうと
する態度を養う。

（知・技）日常生活で使う助
数詞について学び、正しい使
い方をしようとしている。
（思・判・表）校内実習や愛
汗祭の感想をまとめて発表し
ようとしている。
（主学）愛汗祭や校内実習で
学んだことを振り返ろうとし
ている。

・愛汗祭（校内実習）
の思い出
・身近にある物の名前
や数え方⑤

Ｐ28「なまえなあんだ
⑤」
Ｐ52「あつめてみよう
⑤」

・校内実習の取り組みや
愛汗祭で頑張ったことや
感想をまとめ発表する。
・身近にある物の名前や
数え方をひらがなやカタ
カナなどで読み書きす
る。

職業・家庭「も
のづくり２」

３月 9

（知及技）お世話になった人
に感謝の言葉を丁寧に伝える
ことができる。（中１段階
ア(ウエカ) ウ(ウ)）
（思判表力）１年間の学習を
振り返り、平仮名や片仮名で
書いたり、姿勢や声の大きさ
に気を付けて話すことができ
る。（小２段階 Ａイウオ Ｂ
アイウ)
(学・人)１年間の学習活動を
踏まえ、自身の成長や反省を
振り返ろうとする態度を養
う。

（知・技）お世話になった人
に感謝の言葉を丁寧に伝えよ
うとしている。
（思・判・表）１年間の学習
を振り返り、平仮名や片仮名
で書いたり、姿勢や声の大き
さに気を付けて話そうとして
いる。
（主学）１年間の学習活動を
踏まえ、自身の成長や反省を
振り返ろうとしている。

・お礼の言葉（カード
作り）
・１年の振り返りをし
よう

Ｐ92「ひらがなをかい
てみよう」
　・てがみ　・カード

・誰に、どのようなお礼
の手紙を書くのか考え
る。
・１年間に取り組んだプ
リントを中心に振り返り
学習をする。
・写真等を参考に活動内
容を再確認し、感想をま
とめ発表する。

音楽「卒業の
歌」

評価の観点も含めて評価方法とします。

・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲、態度　　・理解度、習得度
・提出物の状況

3

学

期

評価方法

留意点
引継等


